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第５回全国市会のお知らせ

　

｜

囃密囃囃助助助密密密命助助密命助助助囃舎

｛

第５回総回をド記のとおり闘催します。会ａの皆さ

んはふるって副]参加‾ドさい。

　　　　　　　　　　　　　　

全円膠原病友の会

記

2｡

日叫

　

昭和52年10月30日Ｏ」）

　　　

午前10叫一午後４峙半

場所

　

東京都障害者柚祉会館

東京祁港区芝5 r I--118番２リ

心話

　

0 3-455-632]～３

（地下鉄三川駅前、国電卜川JI駅より５分）

　
　
　

お
願

　

い

］
‥
、
乍
備
の
都
合
ト
ど
出
欠
を
同
封
の
ハ
ガ
牛
で
必

　

ず
ト
月
。
］
○
‐
ま
で
に
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

い
、
昼
食
の
弁
「
代
は
佃
人
負
担
で
す
。
ご
ｒ
解
の

　

上
お
申
込
み
ド
さ
い
。

‐
療
養
和
談
は
陶
々
い
、
相
談
丿
卵
別
（
療
養
・
薬

　

剤
・
生
冊
・
医
療
柚
祉
な
ど
に
つ
い
て
具
体
的
に
）

　

行
い
ま
す
の
で
唆
点
を
同
封
ハ
ガ
キ
に
伽
記
人
ド

　

さ
い
、

叫
、
支
部
長
会
議
を
Ｉ
月
二
九
‐
よ
り
「
泊
を
共
に

　

し
て
総
公
の
前
目
に
行
い
ま
す
（
竹
泊
・
所
に
つ
い

　

て
は
後
‐
ご
辿
絡
し
ま
す
。
）

　
　

支
部
の
現
在
で
き
て
い
な
い
地
方
の
み
な
さ
ん

　

で
も
こ
れ
か
ら
仰
り
た
い
と
考
え
て
お
ら
れ
る
方

　

も
し
く
は
お
世
話
し
た
い
と
お
考
え
の
方
、
ぜ
ひ

　

ご
参
加
ト
さ
い
。

-
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密密密密囃密密密齢密命密禽舎

　

第５回総会プログラム

密囃営営密密密密密⑩恭舎禽舎

午前の部

1.開会（午前11時）

2.あいさつ

3.昭和51年,度活動経過報告

4.昭和51年度収支決算報告

5.昭和52年,度活動方針

6.昭和52年度収支予算案

7.会則一部改正

8.トを者と家族団体の全国集会」（仮称）

　　

に参加について

9｡私達の要望事項

（休憩・昼食）

午後の部

1.来賓祝辞

　

祝電披露

2.講演

　　

朝日ホームドクター

　　

編集長

　

西来武内先心

　　

順天堂大学

　　

教

　

授

　

塩川優一先生

3.療養相談

4.閉会（午後４時半予定）

２

幣
貿
習
１
　
悲
悲
囃

傷

　
　
　
　

悲



　　　　　　一以る上るに京　こ皆である運し殺　ドの席　　｀下こ野zzよ都これさ本げ十営　｀会全　　　　　　¬
日　｀通二呼五経とで全る各のをん格　｀月委辺に国　　　　　　患
間全り十び二過か米国呼地理成は的会三殺後お膠　　　　　　者
｀国　゜六か・の決年患ひ域勲功こ活殺廿かそい原
第集　団け六土定三者か難はさの勲の日出のて病　　　　　　と
一会　体五・なし月集け病五せ迎に総の席章こ友　　　　　　家
日　　　｀十―事て頃会に運二る勲人意第し備のの　　　　　　族
集五　確団九項おをzyよ・　・よのりに石　｀会理会　　　　　全団
会士　認休日をり目にる全六う意たよ回協　｀勲は
ゝス　さ　｀章紀ま標関¬甦・御義いっ総力幹に瓦　　　　　国体
第年　れ賛備しすにす圭迎一協をとて会し事賛二　全　参集の
二三　た同会ま　゜全る者・九力充思参のて会同・　国　加会

日月　圭三⌒す　国準・全　｀を分い加議参　｀す六　膠　し乙国頃　な十竺゜　集借家患北お埋ま協屈り実る・　原　　－
会　｀　る三回　　会会族述心願解す力とま行方九　病　ま仮
と東　事団害　　を゜団の道いさ　゜をしし委剣の　友　し
政京　項体哲　　開東体瓦・しれ会決てた員を運　の　ょi?
j仔で　　は　ヽ膏　　　催京に団東まて殺議と　・会優賞　会　－に
に二　次出欠　　　す・よ体京す　｀のしり米に定委　　　　つ　Ｑ
　　　　　　西　　　　　　　　．　・

　　　　　　　　　　　　　　　一一
　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　一一
　節目）　日　ロ　ド）次回港　｀｀　日　　　　　　　　　　□１　｀　｀けど　｀署　｀治　｀の十区五五す　｀　　４　　３　　２　　　１　｀要
｀宣員るに敢名全体各通一芝二二る賛い　｀る　｀要　｀と今　｀集情
実伝同　゜対党と国な団り団に・　．　゜同るこ　゜単求医家目す会す
行　団　し・募的ど体゜体て七七　団患の　なす療族のべのる
委　体　て労金ににで　　｀－・　・　体着運　るるとの情て目　゜
長　拡　団組活国こ会　出呼三一　よと勤　患　゜社苫勢の的
会　大　体・動会の長　席ぴ一五　り家を　着　会しの患と

ニ　の　支市を精通の　十か第第　一族成　運　福いき着意
ュ　呼　持民行顛動周　六け二一　人に功　勁　祉実ぴと義

｜　　ぴ　署団うのを辺　団七回凹　づ大さ　で　の態し家ス　か　名体　゜た周の　体十実幹　つきせ　な　拡をさ族
を　け　と・　め知病　　｀九行事　実な　｀　く　充浮をの
発　を　募地　のす院　土団委会　行激一　国　をき強道
行　継　金方　会ると　な体長　　委励人　民　政ぼ読遇
す　続　を自　　長　゜か　決　｀会　　　員をで　迎　府りしし
る　す　呼治　と　地　定員。　　をお悩　勤　なに　｀で

゜　る　び体　街　方　事同乗　　選くん　に　どす患い
　　　゜　かな　頭　自　項　京　　出るで　す　にる者る

　一一　一　　　　－　一一
　｀｀　回　｀　患　　　　　㈲㈹脂　因
　五五寺実昭　者　査長実　｀　｀　｀域　｀　　　４　　３　　２　二二山行和　と　二一行次子事別各の疾　｀か　｀稿　｀
　’’゛委五　家　名名委の算務要員医削シけマを各

　七七倉員十　族　　゜　｀員役案局求同療ごシる７９団
　・　・田会二　　　　　同長員を　を団状とボ　゜コく体
　三一．゛年　団　　　次一を決全ま体況のル　ミるの
　一五河　六　体　　　長名お定腎とがな特７　に　・欧

　第第村　月　の　　　三　ヽく　　協め提ど徴｜　　統　関
　ニー・　十　全　　　名副　｀　事る出一やク　一　紙
　回目富　九　国　　　｀委人　務　゜すを患　｀　半　に
　実幹田　日　集　　　会員選　局　る９者ポ　ヤ　転

　行事出　　｀　会　　　計長は　に　生くのス　ン　載
　委会席　準　　　　　一三次　お　底る実夕　ぺ　で　員　　　　備　関　　　名名目　く　　．　゜態ｌ　　ｌ　　き

富会富　　会　係　　　｀　｀に　　゜　医　　｀　｀　ン　　る

田　田　　。　　　　会事゜　　　療　各文　を　共
出　出　　第　　　　　計務　　　　　・　地集　働　同
席　席　　-･　　　　監局　　　　　地　域。　き　原

３
-



白膠
原
病
の
社
会
保
障
制
度
に
つ
い
で
に

都
立
墨
東
病
院
相
談
室

　
　

高

　

山

　

俊
雄

　

今
回
は
前
回
‥
に
ひ
き
続
き
ま
し
て
膠
原
病
に
お
け

る
社
会
保
障
制
度
の
う
ち
障
害
年
金
及
び
障
Ｉ
福
祉

年
金
に
つ
い
て
説
明
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

質
問
①
障
害
年
金
と
い
う
も
の
は
ど
う
い
う
も
の

　
　
　
　

で
す
か
？

答
年
金
は
御
存
知
の
様
に
概
ね
会
社
に
勤
め
る
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
で
は
厚
生
年
余
。
家
庭
の
ド
卵
や
自
忖
・
‥

業
や
農
業
に
従
事
す
る
様
な
人
は
国
瓜
年
金
。
公
務

員
な
ど
で
は
共
済
年
金
。
船
員
の
人
は
船
員
保
険
（

こ
れ
は
船
員
に
限
っ
て
、
健
康
保
険
・
年
金
・
失
業

保
険
・
労
災
保
険
か
一
つ
の
法
律
で
作
ら
れ
て
い
る

保
険
で
す
）
と
い
う
様
に
な
っ
て
い
ま
す
か
、
こ
の

年
金
の
中
味
は
大
休
三
木
の
柱
で
出
来
て
い
ま
す
。

そ
の
一
つ
は
皆
さ
ん
御
存
知
の
保
険
料
を
一
定
の
年

数
納
め
、
一
定
の
年
令
に
達
す
れ
ば
年
金
か
支
給
さ

れ
る
と
い
う
老
令
年
金
で
す
。
二
つ
め
は
年
金
を
納

め
て
い
た
人
か
亡
く
な
っ
た
時
、
残
さ
れ
た
遺
族
の

方
に
支
給
さ
れ
る
遺
族
年
金
（
厚
生
年
金
）
あ
る
い

は
母
子
年
金
（
国
民
年
金
）
。
そ
し
て
三
番
目
が
こ

れ
か
ら
述
べ
様
と
す
る
障
害
年
金
で
す
。
障
害
年
金

は
一
定
の
年
数
、
保
険
料
を
納
め
て
い
る
人
か
、
原

囚
は
何
で
あ
れ
、
病
気
と
な
り
一
定
期
間
の
冶
療
の

結
緊
（
こ
の
期
川
は
後
述
）
そ
の
病
気
に
よ
っ
て
働

く
こ
と
が
出
米
な
く
な
る
か
、
一
定
利
度
働
く
こ
と

が
制
限
さ
れ
る
様
な
状
態
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
時
、

そ
の
陶
気
か
始
め
て
病
院
に
か
ゝ
つ
た
‐
に
入
っ
て

い
た
年
金
か
ら
自
分
か
請
求
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
支

給
さ
れ
る
と
い
う
性
格
の
も
の
で
す
。
大
切
な
こ
と

は
、
自
分
で
祐
求
の
ｆ
続
を
と
ら
な
い
限
り
、
向
う

か
ら
自
動
的
に
支
給
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
点

で
す
。
し
か
も
こ
の
請
求
に
は
、
謡
求
知
限
と
い
う

も
の
が
あ
り
ま
す
か
ら
ト
分
注
心
す
る
必
要
か
あ
る

訳
で
す
。

質
問
②

　

ど
う
い
う
障
Ｉ
の
人
が
年
金
を
も
ら
え
る

　
　
　
　

の
で
す
か
？

答
、
障
富
年
金
の
障
害
は
、
特
に
身
体
障
害
者
手
帳

の
様
に
定
め
ら
れ
た
身
休
障
Ｉ
の
状
態
に
あ
る
人
だ

け
か
対
象
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
わ
か
り
や
す
く
言
え

ば
、
病
気
は
ど
ん
な
病
気
で
あ
っ
て
も
支
給
対
象
に

な
る
と
考
え
て
良
い
訳
で
す
。
従
っ
て
交
通
ふ
″
故
の

後
遺
症
で
も
、
労
働
災
害
の
後
遺
症
で
も
一
定
の
支

給
制
限
は
あ
る
も
の
の
支
給
さ
れ
ま
す
し
、
精
神
障

Ｉ
、
内
科
疾
心
な
ん
で
も
良
い
と
言
う
・
訳
で
す
。
そ

こ
で
年
金
請
求
の
時
に
は
必
要
な
診
断
書
が
決
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
厚
生
年
金
で
は
五
十
二
年
八
月
一
日

よ
り
次
の
様
な
六
種
類
の
診
断
Ｉ
か
川
意
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
①
目
・
耳
・
鼻
腔
・
］
腔
（
咀

哨
・
Ｉ
語
）
の
障
害
、
○
肢
休
の
障
Ｉ
．
③
精
冲
の

障
害
、
④
呼
吸
器
（
肺
結
核
・
じ
ん
肺
・
心
肺
機
能
）

の
障
害
'
　
ｃ
心
疾
１
　
・
腎
疾
１
　
　
・
肝
疾
患
こ
筒
血
圧
・

糖
尿
㈲
に
よ
る
障
申
‥
、
⑥
そ
の
仙
。
こ
れ
に
対
し
て

国
民
年
金
の
診
断
書
は
、
次
の
三
種
類
に
大
別
さ
れ

て
い
ま
す
。
①
内
科
疾
心
に
よ
る
障
害
、
②
精
神
に

よ
る
障
害
、
③
肢
休
不
自
由
に
よ
る
障
Ｉ
で
す
。
従

　

っ
て
膠
原
哨
の
場
合
、
国
民
年
金
で
は
内
科
的
疾
患

で
提
川
す
れ
ば
良
い
と
思
い
ま
す
が
、
厚
生
年
金
で

は
⑤
あ
る
い
は
⑥
の
診
断
ど
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
判
断
は
後
述
す
る
癈
疾
認
定
日
の
状
態
に
よ
り

ま
す
の
で
、
診
断
乃
の
川
紙
を
社
公
保
険
訂
務
所
に

収
り
に
行
っ
た
際
、
佃
当
者
と
よ
く
相
談
し
て
決
め

る
の
か
良
い
と
思
い
ま
す
。

質
問
③
障
Ｉ
の
等
級
は
ど
の
様
に
決
め
る
の
で
す
か
？

答
、
前
回
の
様
に
厚
生
年
金
と
国
民
年
金
で
は
診
断

Ｉ
の
様
式
か
異
な
っ
て
い
ま
す
か
、
同
時
に
こ
の
呻

害
が
ど
の
際
度
の
障
害
で
あ
る
か
と
い
う
・
認
定
の
什

方
も
簾
木
的
に
違
っ
て
い
ま
す
。
厚
生
年
金
で
は
働

い
て
い
る
人
か
障
Ｉ
を
受
け
る
と
い
う
観
点
か
ら
「

そ
の
障
害
が
、
労
働
す
る
に
当
っ
て
ど
の
程
度
支
障

か
あ
る
か
」
と
い
う
点
か
ら
等
級
を
定
め
て
い
ま
す
。

そ
の
区
分
は
、
呻
Ｉ
Ｉ
級
表
と
い
う
も
の
か
作
ら
れ

て
お
り
、
正
確
に
は
そ
れ
に
依
る
訳
で
す
が
、
こ
こ

で
は
話
を
判
り
や
す
く
す
る
為
に
概
ね
次
の
様
な
状

態
を
言
っ
て
い
る
の
だ
と
理
解
し
て
ト
さ
い
。
一
級

は
、
常
に
監
視
ま
た
は
介
護
が
必
要
で
あ
る
か
、
長

-
４



日か様答　　質　国障程年状い状生点そ全いこ給と全上が労自期

の大な　｀　　問　民密度金態訳態活かののまれさ称の三価値分間

こ切状障　　④　年手失に　゜で　゜から障場せにれし障段けにのに

とな態害　　　　金当っ該とは二自定害合ん対なて害階るは身渡

をポに年　で障　に全て当しな級分めがと　゜しいお年でも差のっ

年イな全　す害　はがいしていはだてど違してこり全すのしまて

全ンっを　かの　こ支るないか　｀けいのいか国と　ヽ。゜ゝつわ絶

法トたも　？認　う給状いま著日でま程　｀も民に癈共こ何かり対

ででらら　　定　いさ態程すし常はす度．こ年な疾済のかえの安

はす障う　　は　うれで度゜く生ま　゜支－の全っ年年等とるこ静

癈が害為　　い　制るあで尚不託っつ障般等でて全金級制もとを

疾　｀年に　　つ　度これも　｀自がたまを生級はいはでの約のが要

認こ全は　　の　はとば　｀厚山自くりき活の二ま退は決を　゜やす

定のをい　　時　あに　｀労生を分出　｀たを定段す職こめ受三っる

日状もつ　　点　りな一価年きだ来一すしめ浩一後れ方け級とも

と態ら前　　で　まっ時能全だけな級かで方しもでをはるは出の

いにえ問　　決　せて金力ですでいは｀ゆはか同な贋　｀も　｀来　゜

っなるの　　め　んいとをは提出I程　｀とく厚定様い疾其のなる二

てっの答　　る　゜まし三障度来度日い上生めでと年済　゜んが級

いたかの　　の　　すて割害のなの常うで年てす支今年辺と　≒ま

に答　　　　　　　　　質　か典，こかそらには目の年とるに一でま
基　｀　　　　　　　　　問　ら済のられ特限　｀か新八にと症年姶す

づ癈　　　　　　　　　⑤　御年新三以にら昭変制月なす状六め　゜

い疾　　　　　　　　　　　承合ら年前注れ和っ度一っれがヶてそ

て認　ま定のも様該状今　知のし目の意る四たに目てば固月面し

障定　しの改らな当態ま　下障いの初しと十訳伴かい　｀定を院て

吉日　た期正う状しがで　さ害制状診てい九でっらま｀そし経にこ

年以　・間でこ態な　｀の　い年度態日おう年すて新すのて退行の

合降　詳内はとにけ年障　゜金はとのくの八か前ら　゜症病しっ癈

をに　しなぞかなれ金害　　も　｀い人必か月　｀述し但状院たた疾

請状　くらの出っぱ法年　　同国うは要施一このくしかに目口認
求態　教再後来て　｀で合　　様民こ　｀が行目の様変　｀固通の　｀定

すか　え清になしそ言で　　に年と従あ|ﾆ以癈なっこ定院状つ」」

る重　て求悪かまのうは　　変金に来りの際疾内だのしし態まと

制く　下出く　つつ後一癈　　っ｀な通ま留の認容も制だながりは

度な　さ来なたてに級疾　　た船りりす意初定にの良LI＜　｀初　｀

をり　いるっがも勤｜認　　も員まの　゜点診目撥ではとなそ診そ

¬　｀　・とて　｀年け三定　　の保す初従で日の疾す五いっれ目の

事こ　　聞も今金な級日　　で険　゜診っすの適認　゜十うて辺か炳
後れ　　き一度をいにの　　す　｀尚日でか入用定こ二こい前ら気

級該述女は良人若るの降設り症診て八誰変のも状か生従ば金重

｜当のは二いに年ででにさま側目い月に更で　｀態っ年来何で症

三す様五〇とは支し　｀重れせ度がる一でさあ初がた金か炭ぱ

級るに十年思利絵よこいたんはそ点日もれれ診－ののらで　｀の

に程　｀五八い川制うの状か　゜全れが八適まば目級で障あも六割

該度初才七ま出炭　゜点態ら又く八重降川し　｀かかす害っ障十度

当て診かのす来とたかにとこな前要に出Iた何ららか年た害五と

すは目ら掛　゜るいゞヽこないのいのな初来゜度五三　｀金も年才い

るなか支金つ制うこのっっ様も人ボ診る但で年級今での金にっ

程から絵のま良もの制たてにののイののしも八ま回はでをなて

良っ五さありでの場度場もしと堪ンあで　｀請内での従す請るい

にた年れる　｀すか合の合　｀てし合トるなこ求にに改来　゜求まま

悪が八る人老かあで今は初事て　｀で人くの出症該正ここ出です

化　｀前側か令らっも后適診後考従すだ　｀多来状当でうれ来の　゜

し五は良男年知で　｀の用口重え来　゜け昭後るがし癈しにる間こ

た年障では金っ　｀老課さか症な通でに和重と悪な疾だ対とにれ

場辺害す六とて限令題れら側けりす限四症い化い認制しい悪は

合降年が○いおら年とま五炭れ事か定十側うし場定度てう化国

｀に金　｀才うくれ金いせ年がば後らさ七度様た合日は　｀様す民

そ一に前｀のとたのえん辺新な重初れ年はにもでのな厚にれ年

５



　　質　くで等るてななしこい月意いと直え害障のは級う同ての
　　問必す級こ現けっなのまト味入でちらの害利該｜もじい人
　　⑥要か変と在れてけ現す五かやすにれ状年･川当三の計るか
　　　　から更か受ばしれ況゜日ら　｀　゜等ま態金はし級で算入六
つか今　あこの賄給なまば届この　｀生然級すかを出　｀のすでで○
い判ま　りれ申認しりい　｀はれ状障存し変　・進受米こ程　゜年あ才
てりで　まに清さてまま次大を態害し　｀吏も行給まれ度仇金れ未
教まの　す該をれいせすの切．を年て自のしし出せをでしをば満
えしこ　゜当すれるんの年な現屈金い分諸悪　｀米ん受は　｀も六で
てたと　　しるば等゜でかも況出受るか求化吏るの給な切ら○　｀
ドかで　　そ様　｀級も必らの届て給からをすにこでしい診え才掛
さ｀大　　うに社よしらので゜もの否そする･DCと注てが日る以金
いこ体　　なと会りこず年　｀とら次かうる様症に意い障かこ|狗を
゜の障　　人の保もの提金もいうのをしこなになしる宍らとか二
　請害　　は連険･Tχ現出はしっこ年･確たとこなってと手五からＯ
　求年　　注絡庁い況す支こてとかめ届がとるたド　｀当年出障年
　の金　　意かの症届る給れいにらるを大がこ人さこ金以来害以
　仕の　　しあ方状に様停をまな毎な出切あとはいの程内る乍ﾄ．
　方こ　　てるかでよに1L毘すっ年どさなれも　｀　゜制度にと金納
　にと　　お筈らあっしに出　゜て七のなこば考障尚度に一いとめ

はまて年条目年民と許す請とままたはに民し保の診社月こ答
厚す　｀企件以金年六に　゜求いすすと言，清年　｀険ﾆﾓ断会間の　｀
生　゜再建で前で金ヶ年尚月う　Ｉのかっ求公こ･J1つ占保加障先
年諮ひかすのはの月金　｀のとそででてすのの務をと険人害ず
企求提ら　゜－　｀場位かこ瓦　｀の　｀詰もる場請所も②澗し年．厚

と期出①そ年障合か届の年癈代五求　｀こ合求にら障務て企生同限す診し間害もかく請前疾り年かそととにてっ害所いを年･
じ及る断て保年同るの求か，認い迦実のと同は昌て年にる，訪企
てぴと書こ険金様場はをら定つぎ質時定様一求そ金行こ求の
す期い　｀の料ので合通し支日のて的期め癈応すれ裁きとす場
゜限う②詰を請すも常て給ま年もに　｀で疾期るぞ定　｀がる合

　か形裁求完求　゜あ三かとで金持山詞あ認限これ諮問条にて　過で定子納がこりヶらい逆か求来院り定かと記求２件は考
　ぎ行諮続し出れま月実うのらすなにまLIつに六書でで初え

　たう求はて米にすで際こぼ支るい入すかいなし　｀おす診て
　場こ書役いる対　゜すにとっ給こ場院　゜らてり　｀③答　゜日み
　合とを所るのしこが自にてさと合中だ五おま肖病えそ的ま
　のにものこはてれ長分なくれはもでだ年りすび歴しのにす
　取なら国と初国はぴのりれる出ああそ辺　｀　゜社占だﾄ．六と　扱りっ民か診民国く手まずか来りっう内国但会　｀①でヶ　｀

四障ていJj但．．もな算い合の尚○がの２５そ障と十のは年答　　質
一顧し為でし一厚り出まも５０｀ヶ二額％し害い一様　｀金　｀　　問

｀かま　｀す　｀三生まさす障％障月○と増て年うヽFに厚の障　　⑦
二股い支か国○年すれ゜害増害一年いの一金こ均な生算害

丘けま給ら民○金゜たそ年と手と未う額縁のと標り年定年　の障○らすさ加年円とそ祢し金い当し渦ことの二に準ま金の金　で害
円れ・れ入金×向しかて額う金てのとな垢縁な報すの方の　す年

｀て従る月は加じて二厚算額は計場にり合のり酬　゜場法算　か金二いっ額数ス人で一級生定に一算合な　｀は人ま月。合と定　？の
縁まてかは夕月す級の年にな時すはり三　｀のす額－　｀同の　　顧
ですこか4一１数゜は額金はり金る　｀ま縁こ計　゜×六老じ仕　　は

三゜れな屁卜｀゛そそとと老までこすすのの算そ１八令で方　　ど
三こをり年かとのの同同令すすとべ゜場汁式し－○年すは　　の

｀れ補安位昭い算２５じ様年　゜のにてそぐy以でて100円金　・裁　　様
○はういに和う定％とこ金国でな二しで苓もこｘｘのと木　　に
○一為こし三こ式増いれ算民こっ○てす出あの加加計い的　　し
○級　｀とか十とはとうに定年ので年加と11る計人人算いに　　て
円で最にな六で　いこよ式金計い．_、人２５だの算月月式まは　　決
と月低なら年す　うとっをの算ま二月％額で式数数はす老　　め
い額保っな四゜　のにて使場式す四数減のすばﾉXﾉ次の令　　る

６
－



う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
一
級
の
額
か
は
、
万
一
十
五

年
加
入
し
た
老
令
年
金
の
額
に
相
当
し
て
い
ま
す
。

質

問
⑧
呻
害
年
金
が
い
ろ
い
ろ
な
卜
情
で
も
ら
え

　
　
　

な
い
場
合
、
障
Ｉ
柚
祉
年
金
と
い
う
制
度

　
　
　

か
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
ど
う
い
う
も

　
　
　

も
の
で
す
か
？

答
、
障
害
福
祉
年
金
は
、
基
木
的
に
は
国
民
年
金
に

加
入
し
て
い
な
か
っ
た
り
、
加
人
し
て
も
一
年
未
満

で
あ
っ
た
り
す
る
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
障
古
年
金
の
支

給
か
ら
も
れ
た
人
達
を
救
済
す
る
為
に
作
ら
れ
た
も

の
で
す
。
従
っ
て
こ
の
年
金
は
無
拠
出
制
（
保
険
料

を
納
め
な
く
と
も
よ
い
）
の
も
の
で
す
。
ど
う
い
う

人
達
か
こ
の
伽
度
を
利
川
出
来
る
か
と
い
い
ま
す
と

①
国
民
年
金
が
ス
タ
ー
ト
し
た
昭
和
三
十
六
年
四
月

一
日
以
前
か
ら
年
金
法
で
い
う
処
の
障
害
状
態
に
あ

る
人
。
②
昭
和
三
十
六
年
四
月
一
日
以
前
に
病
気
や

ケ
ガ
を
し
て
い
て
、
そ
の
后
年
金
法
で
い
う
処
の
障

Ｉ
状
態
と
な
っ
た
人
。
但
し
明
治
四
十
四
午
四
月
一

日
以
前
に
生
れ
た
人
は
、
昭
和
三
ト
六
年
四
月
一
‐

以
後
に
病
気
や
ケ
ガ
で
障
害
に
な
っ
て
も
該
当
。
③

二
十
才
未
満
で
病
気
や
ケ
ガ
で
年
金
法
で
い
う
処
の

障
害
状
態
に
あ
る
人
。
④
川
民
年
金
加
入
】
年
末
満

で
年
金
法
で
い
う
障
害
状
態
に
な
っ
た
時
。
以
上
で

す
。
こ
こ
で
い
う
年
金
法
の
障
害
状
態
と
は
問
３
の

答
に
あ
る
国
民
年
金
の
障
害
等
級
の
こ
と
で
す
。
尚
、

こ
の
障
害
福
祉
年
金
の
年
金
額
は
、
無
拠
出
制
で
す

か
ら
、
保
険
の
加
入
月
と
い
う
も
の
は
な
く
、
額
か

決
っ
て
い
ま
す
。
五
十
二
年
八
月
二
日
改
正
で
一
級

か
月
額
二
二
、
五
〇
〇
円
、
二
級
か
一
五
、
〇
〇
〇

蝕鮪綬膀吻
今

　　

今

円
で
す
。
（
終
）

舎
禽
舎
禽
舎
禽
舎
禽
舎
禽
舎
禽
舎
舎
費
舎
禽
舎
禽
舎
希

四

　

み
ん
な
で
学
習
し
ま
し
よ
・
一

営
舎
傍
受
禽
舎
禽
舎
禽
舎
営
禽
舎
営
営
営
禽
舎
禽
舎
今

　

前
回
ま
で
の
一
回
か
ら
三
回
ま
で
は
年
金
制
度
に

つ
い
て
詳
し
く
学
ん
で
頂
い
た
わ
け
で
す
が
、
私
た

ち
に
特
に
必
要
な
障
害
年
金
の
種
類
別
の
こ
と
か
ら

に
つ
い
て
は
一
応
説
明
は
終
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
ご
質
問
の
あ
る
方
は
お
手
紙
で
友
の
会

事
務
局
寺
山
さ
ん
迄
お
よ
せ
下
さ
い
。

今
后
も
質
問
と
答
え
を
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
再
度
学
ん

で
ま
い
り
ま
し
よ
う
。

ま
た
、
今
后
「
障
害
年
金
改
正
を
す
す
め
る
会
」
に

お
け
る
状
況
も
ご
報
告
し
て
行
き
ま
す
。

　

今
回
は
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
中
よ
り
特
に
気
に
な

り
ま
し
た
公
賢
医
療
負
担
に
つ
い
て
余
り
に
も
こ
の

制
度
を
受
け
ら
れ
る
の
に
受
け
て
い
な
い
方
か
多
い

こ
と
に
基
づ
い
て
編
集
委
員
と
友
の
会
役
員
会
の
話

し
合
い
で
こ
の
テ
ー
マ
を
知
ら
な
い
方
と
そ
の
后
四

年
目
と
な
る
こ
の
制
度
の
改
止

　

足
を
詳
し
く
ご
説

明
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

尚
、
参
考
資
料
は
埼
玉
県
障
害
・
難
病
団
体
協
議

但
ｗ
Ｉ

森

田

介

山

か
よ
子

慶
子

会
の
難
病
相
談
室
の
ご
協
力
に
よ
る
も
の
で
す
。

特
定
疾
忠
お
よ
び
小
児
慢
性
疾
患
医
療
昔
負
担

制
度
に
つ
い
て
μ
‥

　

ま
だ
病
気
の
原
囚
や
冶
療
方
法
か
は
っ
き
り
し
て

い
な
い
い
わ
ゆ
る
雛
病
に
対
し
て
四
十
八
年
度
よ
り

国
と
地
方
自
治
体
が
１
一
２
ず
つ
そ
の
病
気
の
治
療

に
対
す
る
費
川
を
公
北
負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

①
対
象
と
な
る
病
気

　

ベ
ー
チ
エ
。
卜
病
・
多
発
性
硬
化
症
・
重
症
筋
無

力
症
・
全
身
性
エ
リ
テ
マ
ト
ー
デ
ス
ー
ス
モ
ン
・
再

性
不
良
性
貧
血
・
サ
ル
コ
イ
ド
ー
シ
ス
・
筋
萎
縮
性

側
索
硬
化
症
・
強
皮
症
・
皮
膚
筋
炎
及
び
多
発
性
筋

炎
・
突
発
性
血
小
板
減
少
性
紫
斑
病
・
結
節
性
動
脈

周
囲
炎
・
潰
瘍
性
大
腸
炎
・
大
動
脈
炎
症
候
群
・
ビ

ユ
ル
ガ
病
・
天
庖
盾
・
脊
髄
小
脳
変
性
症
・
ク
ロ
ー

７



ン
応
・
難
治
性
川
炎
（
劇
斤
‐
炎
）
・
ウ
ィ
リ
ス
動

脈
輪
閉
塞
症
（
脳
脊
髄
血
管
異
常
）

　

（
小
児
幔
性
炭
心
）

　

忠
性
新
生
物
・
慢
性
腎
吹
心
・
せ
ん
そ
く
・
幔
性

心
疾
心
・
内
分
泌
吹
心
・
膠
卵
図
・
柚
尿
削
・
先
人

性
代
謝
異
常
（
几
人
‐
‥
兜
疫
不
全
を
へ
。
‥
か
）
・
血
友

炳
等
血
液
瓜
１
　
　

　

②
対
象
ど

　

対
象
範
川
に
該
当
す
る
方
で
す
か
、
健
康
保
険
の

本
人
や
、
他
の
法
令
（
老
人
医
療
）
の
公
費
臼
担
が

受
け
ら
れ
る
方
は
除
か
れ
ま
す
。

　

③
巾
請
方
法

　

対
家
者
も
し
く
は
家
族
が
、
保
健
所
か
ら
申
乱
川

紙
を
も
ら
い
、
医
帥
の
診
断
Ｉ
と
患
者
の
住
民
票
を

添
え
て
も
よ
り
の
県
衛
生
部
へ
郵
送
又
は
持
参
し
て

下
さ
い
。
（
各
県
庁
に
お
問
い
合
せ
ト
さ
い
。
）

　

④
医
療
受
給
者
証
と
承
・
認
期
間

　

県
及
び
都
・
府
で
は
申
請
書
を
受
け
収
り
ま
す
と

こ
の
制
度
の
対
象
に
該
肖
す
る
場
合
は
、
公
費
負
州

を
行
う
期
間
を
定
め
て
医
療
受
給
者
証
を
発
行
し
ま

す
。
こ
の
受
給
者
乱
は
、
県
か
ら
直
接
患
者
に
送
ら
れ
る

場
合
と
病
院
か
ら
渡
さ
れ
る
場
合
と
あ
り
、
皆
さ
ん

の
か
か
っ
て
い
る
病
院
に
よ
り
違
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
承
認
さ
れ
る
期
間
は
県
・
都
が
中
清
書
を
受

-

け
叙
っ
た
‐
か
ら
９
　
牛
の

月
末
‐
ま
で
が
原
川
で

す
が
、
量
付
け
た
‐
の
図
す
る
刈
の
一
目
ま
で
さ
か

の
ぼ
。
て
低
砲
さ
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
継
続
冶
恐
が
必
。
塵
な
坦
〈
‥
は
前
川
の
爪
砲

川
川
の
切
わ
る
Ｉ
瓦
‐
前
ま
で
に
巾
。
川
し
て
く
だ
さ

’
Ｑ

　

ぶ
仄
療
費
の
竹
‐
区
分

　

医
療
費
の
竹
‐
区
分
は
ド
図
の
と
お
り
で
、
公
費

乱
机
制
度
と
は
ド
図
の

　

心
者
八
川

　

分
を
公
費
で

代
わ
っ
て
丈
払
う
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

○
高
額
瞭
篠
費
制
度
に
よ
る
心
名
け
川
の
限
度
額

三
万
九
万
円
か
昭
佃
瓦
卜
二
年
八
月
か
ら
。
斤
カ
ー
Ｔ

円
に
引
き
Ｌ
げ
ら
れ
ま
す
。

し
た
が
っ
て
八
月
以
降
は
ド
図
の
ト
ー
ミ
カ
円
を
ト
じ

万
円
に
三
力
九
戸
円
を
斤
カ
ー
乙
匹
円
に
読
み
か
え
て

く
だ
さ
い
。

　

⑥
医
嬢
費
の
乱
求
方
法
に
つ
い
て

　

前
足
の
「
医
療
受
給
者
．
Ｊ
」
が
交
付
さ
れ
て
も
。

か
か
っ
て
い
る
病
院
に
よ
っ
て
は
公
北
負
担
の
収
り

扱
い
を
さ
れ
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
上
う
な
方
は
次
に
乱
明
す
る
ぶ

　

に
よ
っ
て
乃

校
合
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

中
有
貿
特
‐
の
収
り
扱
い
を
す
る
病
院
に
か
か
っ

　
　

て
い
る
方
の
場
介
り
‥

　
　

似
険
が
適
川
に
な
る
仄
療
口
の
心
者
皆
川
分
は

　
　

支
払
わ
な
い
で
よ
く
な
り
ま
す
。

[保険辿川分か]3力円Ｕﾄ'の場介)の仄療費（例１）１ヶ月
（
医
療
費
八
‐
区
分
詞
で
す
）(秒1)2) 1ヶi]の医療費(保険適川分が13万II)以jlの｣烏介)

|境遇･川外

（㈲「.」

一

心者卵佃

％70％

目
口
に
Ｌ
言

保

保険者竹川

恋
公
町
負
拍
の
収
り
扱
い
こ
し
な
い
削
院
に
か
か

　

っ
て
い
る
力
の
に
穴
い
μ

　
　
　

一
た
ん
・
則
院
に
医
旅
行
（
前
図
の
３
０
毎
分
と
保

　
　
　

険
適
用
外
分
）
を
丈
払
っ
て
、
後
で
心
者
又
は

　
　
　

１
　
　
行
の
保
丿
名
が
次
に
よ
り
乱
求
す
る
こ
と
に

　
　
　

な
り
ま
す
。

◇
［
庄
田
円
凹
一
分
を
乱
求
川
紙
に
陶
院
で
‐
つ
て
も

－
Ｉ
Ｉ

Ｌ＿．．＿．．＿__
一 一

８



◇

ゝ
り
’
つ

診
療
報
酬
明
細
占

の
写
か
、
こ
れ
に

　

代
わ
る
べ
き
書
類
を
付
け
て
、
も
よ
り
の
県
掲

　

当
・
課
へ
提
出
し
ま
す
。

　

約
三
ヶ
月
後
に
謡
求
者
の
銀
行
頂
金
口
座
に
振

　

り
込
ま
れ
ま
す
。

【
同
岡
四
則
圃
】
分
は
保
険
者
（
国
保
の
方
は
巾

　

町
村
役
場
・
社
保
の
方
は
会
社
等
の
係
へ
ご
相

　

談
さ
れ
る
こ
と
）
へ
乱
求
す
る
こ
と
に
な
り
ま

　

す
。

配
４
ノ

　

ｚ
Ｌ
ｕ
ｔ

匹

。

゛

　　　　　

J鍾ｦ［讐

　

‾匹wj'‾･1'-'

「
私
の
生
活
を
聞
い
て
下
さ
い
」

。芦まごヶ

和
歌
山
県

　

林
中

　

せ
っ
子

拝
啓

　

は
じ
め
て
お
た
よ
り
し
ま
す
。

一 一

ｉ
－

友
の
会
の
み
な
さ
ん
お
元
気
で
お
暮
し
で
す
か
。

私
は
、
友
の
会
に
入
会
し
て
一
年
に
な
り
ま
す
が
、

会
報
で
み
な
さ
ん
の
近
況
や
会
の
帖
報
な
ど
を
聞
か

せ
て
頂
き
、
い
っ
も
。
男
気
づ
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

私
の
病
気
は
、
「
多
発
性
筋
炎
」
で
す
。

発
向
は
五
十
年
の
九
月
頃
で
し
た
。

え
ん
下
困
難
と
川
岐
の
脱
力
等
全
身
の
力
が
ぬ
け
て

し
ま
い
、
飲
め
な
い
、
闘
こ
え
な
い
、
手
も
足
も
動

か
な
い
、
胸
の
苫
し
さ
、
痛
み
（
筋
肉
・
帰
）
等
言
う

に
言
え
な
い
茜
し
さ
の
巾
で
、
何
度
死
の
う
と
考
え

た
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。

ち
よ
う
ど
、
勤
め
て
仕
嘔
も
軌
道
に
の
り
、
夢
に
希

望
に
も
え
て
い
た
峙
だ
っ
た
か
ら
、
シ
ョ
。
ク
も
人

き
く
、
つ
ら
い
毎
日
で
し
た
。

幾
度
と
な
く
危
機
が
あ
り
、
そ
れ
を
乗
り
越
え
、
五

ト
ー
年
の
ト
月
頃
よ
り
、
手
や
足
が
勤
く
よ
う
に
な

り
、
訓
練
に
も
行
く
よ
う
に
な
り
、
多
勢
の
人
達
の

訓
練
す
る
姿
を
見
て
［
分
よ
り
ま
だ
大
変
な
人
達
の

い
る
こ
と
を
知
り
、
頑
張
ら
な
け
れ
ば
と
思
う
様
に

な
り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
少
し
づ
つ
希
望
も
出
て
来
ま
し
た
。

見
た
所
、
冷
た
く
、
き
た
な
く
、
悲
し
い
病
院
の
中

に
こ
ん
な
に
あ
た
た
か
い
人
の
親
切
を
感
じ
る
様
に

な
っ
た
の
も
こ
の
頃
で
す
。

健
康
な
峙
は
、
こ
れ
が
あ
た
り
的
と
思
い
別
に
感
謝

す
る
で
も
な
く
、
個
人
右
議
に
走
り
が
ち
な
毎
日
で

し
た
が
・
・
…
そ
れ
に
払
に
は
元
気
に
働
い
て
く
れ

る
父
と
、
私
の
介
抱
を
し
て
く
れ
る
吋
が
居
ま
す
。

-

こ
ん
な
自
分
を
木
肖
に
し
あ
わ
せ
者
だ
と
思
い
ま
す
。

た
と
え
短
い
問
で
も
勢
い
っ
ぱ
い
生
き
な
け
れ
ば
と

思
う
よ
う
に
な
り
、
ｒ
ｙ
几
の
良
く
罫
な
ら
と
、
ペ
ー

パ
ー
フ
ラ
ワ
ー
、
リ
ボ
ン
フ
ラ
ワ
ー
、
編
み
も
の
、

竹
細
工
、
手
ま
り
、
か
さ
、
文
集
、
童
話
、
絵
の
練

習
、
紙
人
形
等
を
や
っ
て
い
ま
す
。

　

今
薬
は
ス
テ
ロ
イ
ド
を
増
や
し
た
り
、
減
ら
し
た

り
し
な
が
ら
訓
練
と
平
行
し
て
冶
療
し
て
い
ま
す
。

顔
は
丸
く
体
屯
が
増
え
て
凩
り
ま
す
。

し
か
し
薬
の
あ
る
病
気
で
あ
る
罫
を
と
て
も
喜
ん
で

お
り
ま
す
。

　

こ
の
私
の
お
１
紙
か
紹
介
さ
れ
て
読
ま
れ
た
方
で

同
じ
病
気
の
方
、
共
に
病
気
の
心
Ｉ
等
を
話
し
合
い
ま

せ
ん
か
。
気
が
向
い
た
ら
、
み
か
ん
の
花
咲
く
和
歌

山
ま
で
お
手
紙
を
下
さ
い
。

　

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　

（
林
巾
）

　

「
或
る
日
或
る
晩
」
（
マ
マ
チ
ヤ
ン
え
）

　
　
　
　
　
　
　
　

横
浜
市
介

　

田

　

菊
三
郎

Ｌ
或
る
晩
、
と
云
っ
て
も
人
体
一
日
置
き
位
に
８
時

～
９
時
頃
迄
に
必
ず
僕
は
風
呂
え
行
く
、
パ
パ
か
お

ん
ぶ
し
て
辿
れ
て
行
っ
て
く
れ
る
。
占
田
さ
ん
の
角

を
曲
っ
て
パ
ー
マ
屋
の
前
え
来
る
と
必
ず
、
［
ガ
ー

ブ
ー
ブ
］
が
駐
亜
し
て
あ
る
。
僕
は
「
が
Ｉ
フ
ー
プ
」

と
云
っ
て
パ
パ
に
教
え
て
や
る
。
パ
パ
が
・
調
子
を
と

９



つ
て
「
オ
イ
チ
ニ
イ
」
と
云
う
、
す
か
さ
ず
僕
が
「

チ
ャ
ン
チ
ー
」
と
云
う
、
パ
パ
が
「
几
六
」
と
云
う
、

し
か
し
僕
は
木
だ
云
え
な
い
の
で
だ
ま
。
て
い
る
と

パ
パ
が
「
七
八
」
す
か
さ
ず
僕
が
「
ク
ー
ト
ー
」
と

云
う
。
風
呂
雌
の
わ
き
に
オ
ー
ト
バ
イ
が
ｔ
‐
い
て
あ

る
、
必
ず
ｙ
‐
い
て
あ
る
。
パ
パ
が
「
こ
れ
な
１
に
」

僕
が
「
オ
ー
ト
バ
イ
こ
と
云
う
。
パ
パ
が
ア
ク
セ
ン

ト
が
お
か
し
い
と
云
い
乍
ら
も
僕
を
［
い
い
ｆ
だ
ね
］

と
は
め
て
く
れ
る
。

風
呂
や
に
つ
く
と
女
中
さ
ん
が
女
湯
の
べ
。
ト
の
所

へ
伐
を
辿
れ
て
行
き
、
着
物
を
ぬ
か
し
て
く
れ
る
が

僕
は
淋
し
い
の
で
「
パ
パ
チ
ャ
ン
、
パ
パ
チ
ャ
ン
」

と
く
り
返
し
繰
り
返
し
呼
ぶ
か
パ
パ
テ
ャ
ン
は
返
苓

を
し
て
く
れ
な
い
。
き
っ
と
パ
パ
は
恥
し
い
の
か
な
、

女
巾
さ
ん
に
辿
れ
ら
れ
て
、
し
き
り
。
戸
の
所
迄
米
る

と
パ
パ
が
先
に
入
っ
て
居
て
手
を
お
湯
で
暖
め
て
、

伐
を
抱
い
て
く
れ
る
。
僕
の
１
は
冷
え
切
っ
て
川
る

の
で
辰
初
は
ぬ
る
い
お
１
　
で
パ
パ
が
手
と
足
を
暖
め

て
く
れ
る
。
だ
ん
だ
ん
熱
く
し
て
く
れ
る
。
そ
し
て

お
尻
を
石
ケ
ン
で
ざ
ｉ
と
洗
っ
て
、
そ
し
て
背
巾
へ

人
分
熱
い
お
湯
を
か
け
て
く
れ
る
。
そ
れ
か
ら
手
を

と
ら
れ
て
よ
た
よ
た
す
べ
り
乍
ら
歩
き
風
呂
へ
入
る
。

熱
い
の
で
僕
は
と
て
も
あ
ば
れ
る
が
パ
パ
に
な
ん
と

か
だ
ま
さ
れ
て
入
れ
ら
れ
て
し
ま
う
。
肩
迄
入
っ
て

ゆ
っ
く
り
温
ま
る
。
後
は
洗
っ
て
貰
い
、
お
ば
ち
ゃ

ん
に
お
ん
ぶ
し
て
帰
る
。

ａ
或
る
晩
Ｈ
時
頃
目
を
さ
ま
す
と
隣
り
に
ね
て
居
る

筈
の
お
ば
ち
ゃ
ん
が
い
な
い
。
お
風
呂
へ
行
っ
て
居

一 一 一 一 一

つ
い
人
声
で
泣
い
て

お
じ
ち
ゃ
ん
が
抱
い
て
く
れ
る
が
僕
は
中

々
削
め
な
い
。
す
る
と
間
も
な
く
パ
パ
ち
ゃ
ん
か
と

ん
で
米
て
僕
を
抱
い
て
僕
の
家
へ
辿
九
で
行
き
石
油

ス
ト
ー
ブ
の
そ
ば
で
僕
を
抱
い
て
僕
の
腰
の
あ
た
り

を
た
た
い
て
ね
か
し
て
く
れ
る
。
「
今
お
ば
ち
ゃ
ん

が
風
呂
へ
行
っ
て
る
が
す
ぐ
「
ひ
ろ
ち
ゃ
ん
」
と
云

っ
て
帰
っ
て
来
る
と
云
っ
て
僕
を
だ
ま
し
て
く
れ
る
。

僕
は
し
ゃ
く
り
し
に
げ
乍
ら
も
泣
き
1
1
　
　
ん
で
パ
パ
の
ひ

ざ
に
抱
か
れ
て
お
と
な
し
く
し
て
居
る
。
や
か
て
ね

む
っ
て
し
ま
う
。
パ
パ
「
か
わ
い
そ
う
に
ね
、
マ
マ

が
病
院
か
ら
早
く
川
っ
て
米
る
と
い
い
の
に
ね
」
と
」

か
「
お
前
は
加
わ
い
い
ね
」
と
か
「
木
当
に
目
の
巾

へ
入
れ
て
も
痛
く
な
い
ね
」
と
か
云
っ
て
居
る
が
、

僕
は
親
孝
行
だ
ろ
う
、
な
る
べ
く
。
山
親
に
ほ
話
を
焼

か
せ
な
い
様
に
努
力
し
て
居
る
僕
の
為
に
も
パ
パ
の

為
に
も
早
く
治
し
て
退
院
し
て
ド
さ
い
ね
。

　
　

3
7
・
１
・
Ｊ
日
占
す

　

介

　

田

　

菊
「
郎

　
　
　
　

神
余
川
県
支
祁
長

　

介

　

田

　

慶
芦

　

‐
砲
に
ａ
。
‥
き
ま
し
た
火
か
Ｉ
は
Ｌ
人
が
3
7
年
１
川
に

書
い
た
も
の
で
す
。
3
5
年
７
月
に
お
産
を
し
て
か
ら

一
年
目
に
腎
臓
が
大
変
悲
く
な
り
、
人
退
院
を
繰
返

し
ま
し
た
。
本
当
に
ト
人
に
は
人
変
～
労
を
か
け
ま

し
た
。
会
貝
の
方
の
中
に
も
現
在
Ｉ
供
さ
ん
を
自
‥
分

白
目
身
で
育
て
ら
れ
な
い
方
も
択
山
い
ら
っ
し
ゃ
る
と

心
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
カ
ン
パ
。
て
ド
さ
い
ね
。

あ
の
文
卓
を
書
い
て
か
ら
現
在
迄
十
五
年
の
才
月
か

た
ち
ま
し
た
。
入
退
院
い
ろ
い
ろ
の
罫
が
あ
り
ま
し

た
。
四
一
四
年
の
人
院
を
殼
後
に
メ
キ
メ
キ
と
良
く

な
り
現
在
ド
人
は
あ
の
当
時
の
Ｉ
は
も
う
忘
れ
て
し

ま
っ
た
と
・
ぶ
っ
て
川
り
ま
す
。
ｒ
供
も
吼
在
は
鳥
。
。
、

一
メ
ー
ト
ル
し
瓦
元
気
で
病
気
一
つ
し
た
訂
か
お
り

ま
せ
ん
。

　

私
も
自
幔
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
瓦
つ
の
同
名
が
っ

い
て
川
り
ま
す
が
（
Ｓ
Ｌ
Ｅ
・
ネ
フ
ロ
ー
ゼ
症
候
群

心
外
膜
氷
…
…
ソ
エ
ー
グ
レ
ン
・
高
血
圧
）
注
心
を
し
な

が
ら
、
木
部
運
営
委
‥
口
・
呻
余
川
県
丈
部
長
と
忙
し

い
毎
‐
を
過
し
て
川
り
ま
す
。
皆
様
と
共
に
作
り
上

げ
た
友
の
公
で
す
。
杵
様
と
む
び
も
悲
し
み
も
わ
か

ち
合
い
、
共
に
膠
原
・
咽
忠
者
の
為
に
少
し
で
も
良
い

方
向
に
向
い
ま
す
様
努
力
致
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

カ
ン
パ
リ
ま
し
よ
う
生
き
る
為
に
…
…

１０



禽

禽

舎

驚

膏

禽

舎

驚

費

曹
東
京
支
部
だ
よ
り

禽

舎

費

密
密
禽
舎

兪

禽
舎

　
　
　
　
　
　
　
　

支
部
長

　

富

　

出
保

　

蔵

べ
第
三
回
東
京
支
部
総
会

日
時
、
五
十
二
年
六
月
十
八
目
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　

十
峙
半
～
十
六
時
半

場
所
、
港
区
芝
、
東
京
都
障
害
者
福
祉
会
館

出
席
、
都
立
墨
東
病
院
医
療
相
談
室

　

高
山
俊
雄
先

　

生
と
会
員
と
家
族
合
計
三
十
四
名
（
う
ち
運
営
委

　

員
三
名
）

総
会
次
第

］
‥
、
支
部
長
挨
拶

口
、
支
部
役
員
紹
介
（
富
田
・
寺
山
・
河
村
・
松
木
・

　

加
納
・
若
林
の
六
名
、
何
れ
も
本
部
運
営
委
員
の

　

兼
任
で
あ
る
）
。

回
東
京
支
部
活
動
報
告
（
宮
田
）

　

五
一
・
一
一
・
コ
ニ
の
第
二
回
総
会
以
後
に
つ
い

　

て
。
東
難
連
と
の
辿
帯
活
動
か
主
で
あ
っ
た
。

　

１
、
五
二
・
一
・
二
六
、
東
難
迪
の
都
議
会
各
政

　
　

党
に
五
十
二
年
度
予
算
復
活
要
求
陳
情
に
参
加

　

２
、
五
十
一
年
十
一
月
以
降
毎
月
の
東
難
辿
運
営

　
　

委
員
会
に
参
加
（
河
村
・
宗
田
）
（
囚
に
河
村

　
　

は
東
難
迪
運
営
委
員
、
同
会
計
担
当
て
あ
る
）
。

円
、
東
京
支
部
五
丿
一
年
度
決
算
報
告
（
河
村
）

　

―
、
収
入
三
二
三
、
〇
一
〇
円
（
内
前
年
度
繰
越

　
　

七
〇
、
六
一
〇
円
、
木
部
助
成
一
四
一
、
〇
〇
〇
円
、

-

　

東
燧
辿
事
業
委
託
費
七
三
、
二
〇
〇
円

　

寄
付
三
五
、
〇
〇
〇
円
な
ど
）

　

２
、
支
出
三
二
三
、
〇
一
〇
円
（
内
諸
経
費
一
四

　
　

二
、
九
二
〇
円
（
医
療
相
談
会
費
を
含
む
）

　
　

通
信
費
三
七
、
二
一
〇
円
、
活
動
費
三
四
、
三

　
　

四
○
円
、
次
年
度
繰
越
九
〇
、
四
七
〇
円
）
。

呵
五
二
こ
Ｉ
ア
ン
ケ
ー
ト
の
東
京
丈
部
回
答
率

　

六
三
名
の
向
上
を
要
望
。

穴
、
東
京
都
五
上
一
年
度
特
殊
疾
病
対
策
予
算
の
説

　

明
。
総
額
」
八
〇
、
三
七
六
千
円
、
前
年
度
予
算

　

比
一
八
一
、
六
九
一
千
円
（
四
六
％
）
増
。

呻
患
者
体
験
と
懇
談

　
　

河
村
真
澄
迎
営
委
員
の
Ｓ
Ｌ
Ｅ
休
験
談
と
熱
心

　
　

な
質
疑
、
追
加
し
て
切
実
な
体
験
談
、
三
才
の

　
　

強
皮
症
の
女
児
を
持
つ
父
親
の
膠
原
病
の
原
因

　
　

究
明
と
治
療
法
政
立
の
強
い
要
望
、
骨
頭
壊
死

　
　

の
手
術
後
た
右
高
さ
の
異
な
る
靴
（
健
保
で

　
　

入
手
）
１
　
川
の
休
験
発
表
な
ど
が
行
な
わ
れ
た
。

　
　

（
昼
食
・
休
憩
）

叫
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
を
か
こ
み
懇
談

　
　

高
山
俊
雄
先
生
の
「
医
療
福
症
と
身
障
福
祉
制

　

度
、
特
に
東
京
都
の
独
自
制
度
」
に
つ
き
飽
切
な

　

説
明
か
あ
っ
た
あ
と
質
疑
と
懇
談
が
行
な
わ
れ
た
。

　

主
な
項
目

　

１
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
任
務

　

２
、
医
療
費
の
公
費
負
担
Ｉ
国
と
東
京
都
の
負
担

　
　

範
囲
の
差

　

３
、
公
費
負
担
の
受
給
－
療
養
費
払
い

＿＿‥ _ _

　 　 　

_ ・ _ ・
一 一 － -

-

４
、
東
京
祁
の
特
殊
疾
病
ｆ
１

５
、
東
京
都
の
身
障
福
祉
１
１

６
、
年
金
、
特
に
障
害
年
金
に
つ
い
て

　

尚
、
「
膠
原
」
東
京
丈
部
だ
よ
り
特
集
号
と
し
て

第
三
回
東
京
支
部
総
会
報
告
を
発
行
し
、
東
京
丈
部

会
員
全
口
に
配
布
し
た
。

　

当
日
、
会
員
吉
野
リ
ウ
殿
よ
り
金
五
千
円
の
御
寄

付
を
い
た
だ
い
た
。

二
、
五
二
、
・
七
・
一
四
（
火
）
、
東
京
都
。
七
二
年
度

　

予
算
案
に
対
す
る
東
難
迪
の
唆
請
行
動
に
参
加

　
　

都
庁
第
三
庁
舎
に
お
け
る
都
術
生
局
、
民
生
局

　

に
対
す
る
陳
情
活
動
に
若
林
、
・
冨
田
参
加
。

一

一

一

、
五
二
・
一
〇
・
二
（
‐
）
、
東
京
都
委
託
、
東

難
辿
土
催
、
東
京
支
部
協
力
に
よ
る
一
般
都
民
対

象
の
膠
原
病
医
療
相
談
会
を
世
田
谷
区
代
田
区
民

セ
ン
タ
ー
で
開
催
す
る
。

　

禽
舎
営
儒
密
密
禽
舎
禽

　

禽
関
西
支
部
だ
よ
り
禽

　

禽
舎
禽
舎
営
醗
舎
禽
驚

　
　

関
白
ブ
ロ
ヴ
ク
代
表

　

足

　

立

　

さ
よ
子

兵
庫
難
病
辿
合
同
医
療
和
淡
会

　

答
ぴ
に
兵
庫
支
部
か
発
足
し
ま
し
た

　

七
月
１
七
日
（
‐
）
午
後
一
時
よ
り
五
峙
ま
で
兵

庫
県
中
央
労
働
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
、
兵
庫
難
病
連

Ｈ－



一

土
催
に
よ
り
加
盟
川
体
が
介
同
で
第
一
川
仄
療
相
談

が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

兵
庫
難
病
連
に
は
友
の
会
は
加
Ｗ
し
て
お
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
以
前
か
ら
兵
庫
県
で
も
相
談
公
、
等

を
開
い
て
ほ
し
い
と
公
員
さ
ん
か
ら
の
嬰
望
も
あ
っ

て
、
こ
れ
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

当
日
の
参
加
者
は
新
聞
、
テ
レ
ビ
で
知
っ
た
方
も

含
め
、
二
十
三
名
の
参
加
の
も
と
に
咲
療
相
談
会
が

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
神
パ
人
学
医
学
部
第
二
内
科
講
師
の
磯
部

光
生
に
膠
川
病
の
一
般
（
歴
史
・
種
類
・
特
徴
・
症

状
・
誘
因
・
冶
療
：
Ｉ
・
等
）
に
つ
い
て
お
話
し
し
て

い
た
だ
い
た
後
、
具
体
的
な
医
療
相
談
に
移
り
ま
し

た
。

　

初
め
て
の
公
合
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
磯
部
先
生
は

↑

一
人
一
人
の
細
か
い
質
問
に
対
し
、
的
確
に
応
答
し

て
下
さ
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
非
常
に
人
間
味
あ
ふ

れ
る
雰
闘
気
を
、
私
達
に
与
え
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　

そ
の
一
例
を
あ
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

皮
膚
筋
炎
の
ｆ
供
を
持
つ
お
母
さ
ん
か
、
「
ビ
ア

　

ー

ノ
を
習
う
の
は
ど
う
で
し
よ
う
か
」
と
質
問
さ
れ
ま

し
た
。
そ
れ
に
対
し
先
生
は
、
医
学
的
に
は
い
い
と

思
う
、
と
前
置
き
さ
れ
た
後
、
「
も
う
そ
う
な
れ
ば

人
生
哲
学
的
な
問
題
に
な
り
ま
す
か
：
：
い
い
芽
は

ド
ン
ド
ン
仰
ば
す
よ
う
に
さ
れ
る
の
か
い
い
で
し
ょ

う
」
、
と
っ
け
加
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
言
葉
は
、
こ
れ
か
ら
の
長
い
闘
い
の
巾
で
、

一
筋
の
光
と
な
っ
て
、
こ
の
質
川
さ
れ
た
お
母
さ
ん

－
－
－

１２

を
支
え
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
参
加
者
は
ぼ
令
に
の
質
問
に
対
し
て

希
望
の
あ
る
言
葉
が
投
げ
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

医
療
相
談
会
の
数
‐
後
、
こ
の
集
い
に
参
加
さ
れ

た
心
者
さ
ん
の
一
人
が
友
の
公
へ
の
人
会
を
申
し
込

ま
れ
ま
し
た
。
そ
の
方
は
「
以
前
か
ら
友
の
会
か
あ

る
こ
と
は
知
っ
て
い
ま
し
た
か
、
ど
う
し
て
も
啼
い

イ
メ
ー
ジ
が
強
く
、
入
る
気
持
か
し
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
誘
わ
れ
て
今
度
の
医
療
相
談
会
に
参
加
さ
せ
て

も
ら
っ
て
、
今
迄
の
イ
メ
ー
ジ
か
消
え
ま
し
た
。
」

と
感
想
を
述
べ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

先
生
の
お
話
し
の
中
で
、
も
う
一
つ
心
に
残
っ
た

こ
と
は
、
「
今
度
こ
の
よ
う
な
機
会
が
あ
れ
ば
、
若

い
医
師
た
ち
を
連
れ
て
き
ま
し
ょ
う
。
皆
さ
ん
の
話

を
聞
く
こ
と
か
我
々
の
勉
吐
に
な
る
ん
で
す
：
：
」

と
お
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
で
す
。
こ
う
云
っ
て
兵
庫
支

部
が
独
立
し
た
時
の
協
力
も
約
束
し
て
ド
さ
い
ま
し

た
。

　

医
学
の
発
展
を
願
い
つ
つ
、
一
生
９
　
命
に
病
気
と

闘
う
私
達
、
そ
・
つ
い
う
意
味
で
は
医
学
あ
っ
て
の
私

達
で
あ
り
、
一
方
、
患
者
あ
っ
て
の
医
学
で
も
あ
り
、

そ
の
二
つ
は
決
し
て
切
り
離
せ
な
い
は
か
り
か
、
一

体
に
な
っ
て
こ
そ
、
は
じ
め
て
道
は
開
け
る
も
の
と

仁
じ
ま
す
。

　

終
ｒ
二
乍
分
前
に
質
疑
を
打
ち
切
り
、
関
酉
ブ
ロ

’
ク
よ
り
兵
庫
克
部
の
必
要
性
を
訴
え
ま
し
た
と
こ

ろ
、
参
加
者
全
員
に
そ
の
意
義
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
終
了
後
、
参
加
さ
れ
て
い
た
仲
俣
さ
ん
と
寿

一 一 一 -

さ
ん
に
お
噸
い
し
、
兵
庫
難
病
辿
と
磯
部
先
生
の
協

力
の
も
と
に
兵
庫
支
部
を
発
足
さ
せ
る
に
下
り
ま
し

た
。

　

こ
れ
で
兵
巾
堆
術
辿
に
も
膠
原
病
友
の
会
兵
庫
支

部
と
し
て
。
屯
式
に
加
盟
す
る
こ
と
か
出
来
ま
し
た
。

　

前
々
か
ら
近
畿
の
各
府
県
に
独
白
の
丈
部
を
什
り

会
員
の
身
近
か
な
活
動
を
望
ん
で
い
た
膠
原
病
友
の

会
に
と
っ
て
は
、
特
に
心
義
深
い
集
い
と
な
り
ま
し

た
。
尚
、
力
分
の
間
は
片
Ｉ
の
方
で
運
営
し
ま
す
。

一
、
支
師
長

　
　
　
　
　
　

仲
俣
八
巾
。
ト

ニ
、
ｊ
務
局
長

　
　
　
　
　
　

寿

　

降
．
Ｌ

三
、
五
十
二
年
じ
月
十
七
日

　

兵
庫
支
部
発
足

運
営
委
員
会
記
録

一
、
瓦
二
年
ヒ
月

　
　

（
し
月
ト
叫
‐
（
木
）
定
例
‐
は
休
公
と
し
た
）

　

じ
川
Ｉ
ト
三
‐
（
１
　
）
臨
峙

　

木
部
Ｉ
務
局
に
て
、
与
山
・
森
田
・
介
川
・
河
村

宦
田
出
席
、
「
膠
原
」
三
ト
二
号
発
送
手
配
後

］
‥
、
全
国
総
会
を
来
る
ｔ
月
三
十
‐
（
日
）
（
第
一

　

候
補
）
又
は
ト
ー
月
六
‐
（
‐
）
開
催
を
・
予
定
し

　

八
月
"
X
l
―
々
公
場
を
予
約
し
て
‐
心
を
決
定
す
る
。

『
支
部
長
会
は
総
会
の
前
日
と
し
、
会
議
と
穴
Ｅ
泊

　

の
で
き
る
会
場
を
予
約
す
る
。

目
、
右
に
伴
っ
て
、
東
難
迪
ト
筒
東
京
支
部
協
力



の
一
般
都
民
対
象
の
膠
原
病
氏
療
相
談
会
を
卜
月

二
日
（
日
）
に
予
定
す
る
。

二
、
五
二
年
八
月

　

八
月
ト
ー
ロ
（
木
）
十
一
峙
Ｉ
ト
七
時
、
本
郷
順

大
堂
分
室
に
て
、
寺
山
・
森
川
・
介
田
・
河
村
・
富

田
出
席
、
順
天
堂
人
橋
木
先
生
御
参
加
。

］
‥
、
十
月
三
十
日
総
会
会
場
確
保
１
八
月
一
目
、
東

　

京
都
港
区
芝
、
東
京
都
障
宵
者
福
祉
会
館
を
予
約

『
総
会
招
待
者
友
の
会
・
顧
問
の
諸
先
生
全
貝
に

　

案
内
状
を
差
上
げ
る
。
官
庁
、
難
病
団
体
に
も
。

日
、
「
膠
原
」
三
十
三
号
に
総
会
を
予
告
す
る
こ
と

　

と
し
十
月
上
旬
に
発
送
す
る
。

円
、
支
部
長
会
は
１
月
二
十
九
日
Ｉ
）
午
後
と
し
、

　

そ
の
た
め
の
小
会
議
室
、
宿
所
（
同
一
場
所
）
を

　

確
保
す
る
。

㈲
、
「
患
者
と
家
族
の
全
国
集
会
」
（
仮
称
）
に
友

　

の
会
と
し
て
参
加
す
る
。
（
別
項
全
国
集
会
関
連

　

記
事
参
照
）

Ｄ
、
ぐ

こ
の
運
動
に
友
の
会
は
積
極
的
に
参
加
の
方

　

針
で
あ
る
の
で
、
各
運
営
委
員
は
そ
の
趣
旨
を

　

よ
く
理
解
し
、
「
膠
原
」
三
―
三
号
に
発
表
し

　

て
全
会
員
の
協
力
を
要
請
し
、
総
会
に
お
い
て

　

会
貝
の
同
意
を
得
る
こ
と
と
す
る
。

開
全
国
集
会
に
お
け
る
膠
原
病
友
の
会
の
要
望

　
　

事
項
に
つ
き
打
合
せ
た
。

内
「
膠
原
」
三
十
三
号
の
内
容
に
っ
き
打
合
せ
、

　
　

「
明
日
へ
の
遡
」
京
都
版
の
京
都
支
部
結
成
総
会

　

に
お
け
る
京
都
大
学
粧
松
先
生
の
記
念
講
演
「
膠

　

原
病
の
研
究
・
治
療
の
現
状
と
展
望
」
は
極
め
て

　

有
益
で
、
友
の
会
全
会
員
必
読
と
考
え
ら
れ
る
の

　

で
、
「
膠
原
」
三
ト
三
号
以
降
に
転
載
方
京
祁
支

　

部
の
了
解
を
求
め
る
こ
と
。

㈲
、
友
の
会
会
員
名
簿

　

五
二
Ｉ
ニ
ア
ン
ケ
ー
ト
回

　

答
（
今
‐
で
も
ま
だ
ぽ
つ
ぽ
つ
回
答
が
寄
せ
ら
れ

　

て
い
る
が
、
回
答
率
は
低
い
）
に
法
く
新
し
い
名

　

隨
を
印
刷
配
布
す
る
。

㈹
、
橋
本
先
生
よ
り
六
月
肝
句
米
国
サ
ン
フ
ラ
ン
シ

　

ス
コ
に
お
け
る
国
際
リ
ウ
マ
チ
学
会
に
出
席
の
お

　

話
、
ペ
ニ
シ
ラ
ミ
ン
は
リ
ウ
マ
チ
と
強
皮
症
に
適

　

川
さ
れ
る
な
ど
の
お
話
を
伺
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
宗
田
・
う
心
）

「
日
本
チ
ャ
リ
テ
ィ
協
会
主
催

　
　
　

チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
ル
開
催
さ
れ
る
」

一
、
五
十
二
年
七
月
十
五
・
に
ド
六
・
十
七
日
の
三
‐

　

間

二
、
東
京
都
産
叉
会
館
台
東
俯
（
浅
草
観
音
様
の
近

　

所
）

三
、
炎
暑
の
中
を
寺
山
・
森
田
・
會
田
・
河
村
の
四

　

運
営
委
員
に
寺
山
さ
ん
の
家
族
の
方
も
加
わ
り
、

　

手
作
り
の
七
宝
焼
と
７
加
せ
ん
べ
い
を
販
売
し
５

　

況
で
あ
っ
た
。

　
　

（
尚
、
本
年
十
二
月
に
も
開
催
、
参
加
の
予
定
）

「
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
に
参
加
し
て
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寺
山
ゑ

　

み

　

「
お
い
し
い
草
加
せ
ん
べ
い
／
い
か
が
で
す
か
μ
‥
」

ヒ
月
十
五
目
よ
り
三
日
開
東
京
の
浅
草
産
業
会
館
七

階
で
‐
本
チ
ャ
リ
テ
ィ
協
会
上
催
の
バ
ザ
ー
に
我
々

の
会
も
お
せ
ん
べ
と
七
宝
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
出
し
ま

し
た
。
外
は
暑
い
毎
‐
で
し
た
が
会
場
は
冷
１
　
が
強

く
長
袖
を
着
る
位
で
準
備
の
為
の
前
日
を
入
れ
て
四

目
間
と
て
も
忙
し
い
思
い
を
し
た
の
で
す
か
、
浅
草

と
言
う
処
は

お
せ
ん
べ
を

沢
山
売
っ
て

居
る
処
で
し

た
の
で
思
っ

た
程
売
上
は

の
ぴ
ず
、
値

下
げ
を
し
て

や
っ
・
と
全
部

売
れ
た
様
な

状
態
で
し
た
。

七
宝
。
の
委
託

販
売
は
ま
あ

３



ま
あ
の
感
じ
で
Ｉ
故
も
無
く
過
せ
た
ガ
を
感
謝
し
て

居
り
ま
す
。
三
日
辿
続
朝
早
く
か
ら
店
番
を
し
て
下

さ
っ
た
介
川
さ
ん
が
「
糾
構
楽
し
い
思
い
出
と
な
っ

た
わ
」
と
言
っ
て
居
ら
れ
た
の
で
本
肖
に
ほ
っ
と
致

し
ま
し
た
。
次
に
売
Ｌ
状
況
を
ご
報
告
巾
し
ヒ
げ
ま

す
。

　

お
せ
ん
べ
収
入

　
　

二
六
、
六
八
〇
円

　

七
Ｉ
収
入
（
三
削
）

　

四
〇
、
〇
二
〇
円

　

合
計
六
六
、
七
〇
〇
円
の
収
入
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
の
十
二
月
に
又
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
が
有
る
の

で
す
か
、
今
度
は
全
国
の
皆
さ
ん
の
お
宅
に
御
不
川

品
（
新
品
で
何
ん
で
も
結
構
で
す
）
か
有
り
ま
し
た

ら
、
本
部
事
務
局
ま
で
御
寄
附
戴
き
た
い
と
思
い
ま

すも
し
皆
様
の
御
協
力
を
戴
け
ま
す
様
で
し
た
ら
、
次

回
の
バ
ザ
ー
に
も
参
加
し
た
い
と
考
え
て
居
り
ま
す
。

　
　

（
此
の
件
に
つ
き
お
問
合
せ
は
木
部
澗
務
局
ま
で
）

沢
山
の
品
々
の
御
寄
附
が
有
り
ま
す
場
合
に
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
方
に
当
日
手
伝
っ
て
戴
く
様
に
致
し
ま

す
の
で
、
是
非
御
協
力
下
さ
い
。

売
上
金
は
会
の
迎
営
の
為
に
必
要
な
備
品
購
入
費
等

に
使
用
さ
せ
て
戴
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

家
家
家
家
申
家
岑
申
家
家
家
家
申
申
家

家申
公
費
納
入
に
っ
い
て
の
お
・
噸
い

家家
家
申
申
申
家
申
家
家
申
申
中
家
申
キ

申申申宇宇

膠
原
病
友
の
会
の
会
計
年
度
は
四
月
一
日
か
ら
翌

年
の
三
月
三
ト
ー
‐
ま
で
で
す
。

会
賢
は
月
額
二
〇
〇
円
で
一
年
分
と
し
て

二
、
四
〇
〇
円
ま
と
め
て
ご
送
金
ト
さ
い
。

振
糾
川
紙
は
郵
便
局
に
も
有
り
ま
す
。

　

l
l
M
＾
-
５
-

i
l
i
.
＾
^
８
　
-
　
1
　
1
　
６
　
０
　
９
　
６

　

資
一
＞
疎
吋

　

Ｉ
Ｅ
雨
泗
１
　
対
Ｓ
か

と
占
い
て
ド
さ
い
。
又
川
紙
の
裏
に
通
信
欄
か
有

り
ま
す
の
で
、
こ
こ
に
何
で
も
占
い
て
下
さ
る
と

木
郎
Ｉ
務
川
に
と
ど
き
ま
す
。

昭
和
五
十
一
年
二
月
二
十
五
日
第
三
種
郵
便
物
認
可
（
毎
週
二
回
・
月
曜
・
金
咄
発
行
）

昭
和
五
ト
二
年
十
一
月
士
一
‐
発
行
Ｓ
Ｓ
．
０

　

通
を
一
七
七
号

家
家
家
ｔ
申
家
申
家
家
家
申

家

　
　
　
　
　
　
　

家

家

　

編
集
後

　

記

　

家

申

　
　
　
　
　
　
　

家

家
申
家
申
申
家
家
ヤ
申
申
家

◇
災
常
な
長
い
雨
の
八
月
で
し
た
か
、
体
調
を
く
ず

　

さ
れ
た
方
か
多
い
の
で
は
と
案
じ
て
お
り
ま
す
。

　
　

「
膠
原
習
ご
は
総
会
を
前
に
し
て
、
役
員
一
同

　

貼
備
に
か
か
っ
て
い
ま
す
が
、
松
本
・
介
田
さ
ん

　

が
休
調
を
く
ず
さ
れ
て
一
同
あ
せ
り
気
味
で
す
。

　

松
本
さ
ん
が
一
日
も
早
く
退
院
さ
れ
ま
す
こ
と
を

　

祈
っ
て
い
ま
す
。

◇
支
部
の
な
い
地
区
の
皆
さ
ん
、
こ
の
総
会
の
前
‐

　

に
行
わ
れ
ま
す
支
部
長
会
議
に
あ
な
た
の
地
方
支

　

郎
を
お
附
話
し
た
い
と
お
七
え
の
方
ぜ
ひ
参
加
し

　

て
み
ま
せ
ん
か
。

◇
「
膠
原
」
に
対
す
る
ご
感
想
ご
意
見
を
ぜ
ひ
お
待

　

ち
し
て
い
ま
す
。

◇
み
な
さ
ん
の
お
便
り
を
お
待
ち
致
し
ま
す
。

　

投
稿
の
原
稿
形
式
は
自
由
で
す
か
、
文
芸
作
品
等

　

を
ぜ
ひ
お
什
ち
し
ま
す
。

◇
お
寄
せ
頂
き
ま
し
た
原
柚
は
編
集
の
都
合
上
、
一

　

部
割
愛
す
る
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
あ
ら
か

　

じ
め
ご
ｒ
水
ド
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

編
集
委
員崖

富
田
・
倉
田
・
寺
山
・
森
田

　
　

人

者
団
体
定
期
刊
行
物
協
会

川
谷
区
砧
八
－
ニ
ト
ー
ー
三

１４
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